
【 １３４ 】 

テーマ 

支援の目的 

「時計の学習」 

指示された時刻を時計で表すことができるようにする。 

使用方法 

算数の時間の始めの３分間を「時計トレーニング」として行う。 

個々の習熟度に合わせて簡単な問題から取り組み、できたらシールを貼

り、レベルアップしていく。 

習熟度の高い児童には、示された時刻の１時間 20 分後などの問題を用

意する。 

児童の習熟度に合わせた時計の学習ができるように考える。 
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【問い合わせ】 特別支援教育相談研究室 ０５６１－３８－９５１７ 

 

 


